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お申込み期限：前日17：30
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こどもたちには広い世界を見てほしい

多くの大人の願いです。

それには何が必要でしょうか。

英語だけ話せればいい？

翻訳機を使えば困らない？

ますます多様になる世界の中で、

なぜ今、多言語なのか、

この会を通して一緒に考えませんか？

英語と機械翻訳で
「ことばの壁」はなくなるか？
～今、多言語と向き合う意味～

お申込み専用ページ

すすめ
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講演会＆ワークショップ

4/28(日)
14:00~16:00

【教育講演会】

名古屋国際会議場 ＆オンラインでもご視聴いただけます。

講師：木村護郎クリストフ教授
1974年生まれ。日本人の父とドイツ人の母のもと、高校時代まで
名古屋で育つ。
現在、上智大学外国語学部長。専門は言語社会学、言語教育学。
少数言語の維持・活性化や異言語間コミュニケーションなどを研究。
著書『異言語コミュニケーションの方法』『節英のすすめ』など。

【多言語ワークショップ】

3/9 (土)  
 14:00~15:30

おおぶ文化交流の杜

3/16 (土)  
 10:00~11:30

東海市しあわせ村

多言語ワークショップと教育講演会両方の参加をお勧めします。
0歳からのお子様連れでも、おひとりでも、年齢問わず参加できます。
中学生以下の方は保護者の方が申し込み、一緒にご参加ください。

お申込み後、確認の連絡をさせていただきます。

ワークショップ
当日の
プログラム

世界の音楽で遊ぼう
世界のことばを話してみよう
多言語体験のお話を聞こう

多言語活動の紹介
木村先生の講演
質問、感想タイム

お申込み期限：前日17：30

教育講演会
当日の
プログラム

※託児はありませんが、親子ルームで視聴も可能です。



ふっくらと育つ

お母さんが、「今『ユッピー』っていう音が聞こえ

たね。」と言いました。ぼくはその時、スペインの

友だちが休み時間や学校から帰る時に楽しそ

うに「ユッピー！！」と言っていたことを思い出し

ました。だからお母さんに「それはヤッター！み

たいなうれしい時に言うんだよ。」と学校の友だ

ちのことを話したら、「へえ~すごいな~」とお母

さんもうれしそうでした。 （小２）

木村先生の話を聞いてハッとしたことがありました。

先生はよく英語で話しかけられるそうです。

「僕の母語はドイツ語と日本語です。」と言っても

なお英語で話しかけられ、寂しく感じるそうです。

私も海外の方を見ると、英語で話しかけるのが

当たり前だと思い込んでいたことに気付きました。

（30代 女性）

急に喋ることが上手になってきた2歳の我が子。英語の

教育も今か⁈と悩んでいた時にHIPPOに出会いまし

た。英語だけでなく多言語も喋られるようになるかも⁈

留学やホームステイもあるけれど、ただ言語に触れるだ

けの場所じゃありませんでした。

繰り返し人の前で自分のことを話す、若いうちにたくさ

んの人の話を聞いて自分のことを分析したり人生を考

える機会がある、そして多世代での交流に慣れている

子どもたちはコミュニケーション能力に長けているのが印

象的でした。

ことばを育てるだけでなく子どもも大人も成長できる場

所だな、と感じています。 （2歳と5カ月の父）

た
くさ
んのことばと人の中で

タイの子がホームステイに来てくれた時、はじめ

はスマホで翻訳して話してくれたけど、変な日

本語で意味がわからなくて、だから翻訳は使

わずに一緒に過ごして、料理したりトランプし

たり楽しかったし、とても仲良くなれました。

タイから送ってくれる翻訳したLINEはやっぱり

変な日本語で面白いです。 （小６）

詳細はURLまたはQRコードよりご覧ください。

https://www.lexhippo.gr.jp/lp/press_conference/

2016年にスタートした米MIT・東京大学・LEX/Hippoの共同研究で、「多
言語話者は二言語話者より新しい言語の習得時に脳活動が活発になる」こ
とが、脳科学的に実証されました。

その論文が、2021年3月、イギリス科学誌Natureの姉妹紙Scientific 
Reportsに掲載されました。
日本の外国語教育で英語ばかりが注目される中、

多言語の音声に触れて自然に習得することの
重要性が裏付けられました。

Scientific Reports 2021年神経科学分野

ダウンロードランキング Top 10 に入りました！

東京大学×LEX/Hippo×MIT

国や人種の違いを越えて、どんなことばを話す人ともコミュニケーションがで

きるようになれたら・・・。そんな思いから、1981年多言語を自然習得する

ヒッポファミリークラブは誕生しました。

本来、人間誰もが「どんなことばでも」「いくつでも」

話せるようになる自然の力を持っています。赤ちゃ

んが母語として自然にことばを話す場と同じように、

「多言語の環境」を作っています。
公式HP

言語交流研究所 ヒッポファミリークラブ
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